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各位

同,lＡ社大学ＰＢＬ惟進支援センター

センター長’１１１１１和人

ｼﾝﾎ鰺ジウム｢PBI』教育における多面的,iWllli-PBLはｉｌ:会で役に立つか－」の|)'１催について（ご案内）

拝啓師走の候、ますますご清栄のこととお喜びI|】しＩげます。

Wz素は本学に対しまして格別のご高配を賜り、厚くお礼''1しあげます。

さて、このたび、木`､)fでは、２００９ｲ'二度に「文部科学街人'1と救育・学生文援推進`|i業【テーマＡ】

大学教育推進プログラム」に採択された「プロジェクト・リテラシーと新しい救獲教育～課題探
>|ｔ能ﾉﾉを育成するＰＢＬ教育の方法論的整Illli～」に係るシンポジウムを以I〈の通り|)9催することに
なりました。

つきましては、ご多忙の折とは「｣ざじますが、進J|:ご参加いただきたく、ご案内''１しあげます。

また、ＩＲＩ係者の方々へもごIJilﾀｲ|いただければ惨いです。参ljl1をご希望されます場合は、２()1］イ|:２

)１２１１１(月)までに、e-mailまたはＦＡＸにより、｜記問合せ先へお知らせいただきますよう、お

願いいたします｡
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記

同志社大学ＰＢＬ推進支援センター主催２０１０年度第２回シンポジウム

「PBL教育における多面的評価一ＰＢＬは社会で役に立つか－」

日時：２(）１１イ|§２月２６日（'二）１３：（)()～１６：３（）

会場：'１小出社人'リム今}|}川キャンパス１ﾘ1徳鮒１番教室

参加鍵：入場無料

プL｣グラム：

あいさつ上田迦犬／同`踵ﾄﾞﾋ大学、Ｉ学艮・法学1111教授

・節１部提言「大学教育に求めるもの」

海老Ⅲ}〔嗣生／株式会Ⅱ:ニッチモ代炎取締役

松本笈奈／読売新１１１１来京本社縞災Iij教育取材班記者）

●第２部イI;学生による蝦(ＩＦ「プ｢~lジェクト科11で学生は('１を学んでいるか」

北村龍弥／2010年度プロジェクト科'二]受ｉｌｆ生・法学部４年生

リ』行しのぶ／2010ｲ1Z度プロジェクト科１－１受術生・文学部･1年412

●第３部シンホジウム１ＰＢＬ教育を考える～提,j~者.（'ずj4生・卒業生の視点から～」

海老原飼生／株式会社ニッチモ代炎取締役

｜少ＩＮＸｉ奈／,読売新ＩｊＩ１來凡(本社$|,ii蝶Ⅲ)教行111材班,id-iIf）

北村龍弥／2010年度プロジエクト科目受;|,;生・法学部`1年生

中谷しのぶ／2010ｲＩｚ度プロジェクト科'－１受,ill生・文学部`lｲ|罪'三
二宅将史／鳥取環境ﾉ（学キャリア文援諜・2007.2008年度プロジェクトド:|［

０
０
■
■

勺
Ⅱ
Ⅱ
▲
｛
⑪
｜
“
〈
］
へ
三
画
〉
。
‐
印
△

三宅将史／A:6取環境ﾉ（学キャリア文援課・2007.2008ｲlZ度ブロジェクトド:}日脳修

安本作／ｊ;〔都iii逝松尼１１１学校災!i冊科教輸・２００７年度プロジェクト科111復修
く司会＞山ｌｌｌ和人／|可,Ｌｉｉｌ:入学PBLllli進支援センター腱・文'リム部数榧

【お'１１１合せ先】Ｉｉｉ１,跡Iﾆﾉぐ１４教育文援機'&教務部教扮!(1lLPBLllk進文暖センター調務同

ＴＥＬ：０７５‐２５１‐４６３０／FAX：（)７５‐２５１‐３(）

e-mail:ji-pbl＠mail､doshisha・acjl〕

案内ＵＲＬ：http:"wwwdoshishaacjp/academics/activity/syml〕0110226.php
ホームページ：http:"www・doshisha､acjp/stu(lents/curriculum/pbl／

hLtp:"wwwBdoshisha.(lcjp/academics/institllLG/ppsc／
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文部科学省大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム瓢 ■■■■■

同志社大学PBL推進支援センター2010年度第２回シンポジウム１０

教育に
■

戸

、
－
Ｊ
く
ユ

四
国 Ｉ 多面的評価
一
回

Ｊ
Ｈ
Ｉ
ｌおける

－PBLは社会で役に立つか－
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提言｢大学教育に求めるもの」 京都市上京区令出川通烏丸東入

京都市営地下鉄烏丸線令出川駅下車

海老原嗣生
（株式会社ニッチモ代表取締役）

松本美奈
（読売新聞東京本社編集局教育取材班記者）

魎在学生による壌隠告
「プロジェクト科目で学生は何を学んでいる

l霜霞翫）シンポジウム

「PBL教育を考える～提言者｡在学生･卒業生の１
【司会】同志社大学PBL推進支援センター長･文学部教授山［

教育を考える～提言者｡在学生･卒業生の視点から～」
同志社大学PBL推進支援センター長･文学部教授山田和人

メールまたはFAXにて先着150名受付受 1年２月２１日(月）年2０１詳細は璽面申込 締切

同志社大学PBL推進支援センター主継 (京都市上京区会出IⅡ通烏丸東入京都市営地下鉄烏丸線合出ⅡI駅下車）

■
、

間合先：教育支援擬Wf教務部教務蕊TELO75-251-4630FAX､075-251-3064ｅ･maiLjpb1@mail､doshisha・ac.』ｐ
http://www､doshlshaac・jp/academic5/activity/SympollO226.phｐ
http://www・do5hisha,acjp/students/Ｃｕ｢｢Iculum/pbl／
http://www今doshishaacjp/academics/institute/ppsc／

升同志社大学



臼編■

(2剥晶|嚇檸|鶚瀧ijFifi鍵i鱗j壜i需竈驍蒻駐議i霧frpｸﾞﾗﾑ
１．件名｢PBLシンポジウム参加申込」２.氏名･所属(勤務先･役職など）３.連絡先(住所･電話番号･e-mail

4・懇親会参加有無を明記のうえ､下記までお申し込みください。

同志社大学 ２

Ｌ
１
Ｊ

FAX.Ｏ７５２５小3064 Lji員pbl@maiLdoshisha卿ac輿jｐePmai

１３：００～１３：１０挨拶土田道夫（同志社大学副学長･法学部教授）

第１部
プログ､ラム

１３：１０～１３：５０提言「大学教育に求めるもの」

海老原嗣生（株式会社ニッチモ代表取締役）

松本美奈（読売新聞東京本社編集局教育取材班記者）

第２部

１３：５０～１４：３０在学生による報告｢プロジェクト科目で学生は何を学んでいるか」

北村龍弥（2010年度プロジェクト科目受訓生／法学部4年生）

中谷しのぶ（2010年度プロジェクト科目受講生／文学部4年生）

１４：３０～１４：４５質疑応答

１４：４５～１５：００休憩

第３部

１５：００～１６：３０シンポジウム｢PBL教育を考える～提言者｡在学生･卒業生の視点から～」

【司会】同志社大学PBL推進支援センター長･文学部教授山田和人

海老原嗣生（株式会社ニッチモ代表取締役）

松本美奈（読売新聞東京本社編集局教育取材班記者）

北村龍弥（2010年度プロジェクト科目受講生／法学部4年生）

中谷しのぶ（2010年度プロジェクト科目受講生／文学部4年生）

三宅将史（鳥取環境大学キャリア支援課／2007.2008年度プロジェクト科目履修）

安本梓（京都市立松尾中学校英語科教諭／2007年度プロジェクト科目履修）

懇親会

１７：００～１８：３０会場：同志社大学アーモスト館ゲストハウスダイニングホール参加費：2.500円

文部科学省大学教育･学生支援推進事業【テーマＡｌ大学教育推進プログラム

｢PBL教育における多面的評価一PBLは社会で役に立つか－』
参加申込書

ふりがな

氏名

勤務先 所屈・役職

住所

連絡先
ＴＥＬ FＡＸFＡＸ

e-mail

懇親会 参加,不参加 ※参加費：２`５００円・当曰シンポジウム受付で申し受けます

;:お申し込みの際の個人情報は.甲し込み役のおIMIい合わせや池崎のために側用します｡また.本センターが主催する紋河･研究活動についてのご案内など遁這付させていた臆＜喝台がありますｃ

利用目的以外の使用.簸三蓋への逗供はいたしません｡本字個人煽報保璽方針(右認､ホームページアドレス参調)に従い､適正に涜迎します。I1ttp:〃www1do5hi5haaE.}p/prIvaCyノ

ふりがな

氏名

勤務先 所屈・役職

連絡先

住所

ＴＥＬ

e-maiI

FＡＸ

懇親会 参加・不参加※参加費：２’500円・当曰シンポジウム受付で申し受けます


